












































































































































































































































































































































































声、 四日豊韻、五日連綿、 六日異類、七日回文、八日讐擬。J( r詩格J。旧題説文帝。初唐）。「詩封
有六格。一目的名、 二日讐似、 三日隔句、四日聯綿、五日互成、六日類封体。J（『詩議』。岐然。七
二O一七九八年）
②詩文の引用と訓読は、輿膳宏 『弘法大師空海全集 第五巻.I（筑摩書房 一九八六年） に従う。
③『詩経Jの詩文の引用は、石川忠久 『詩経』 （明治書院 一九九七年）に従い、訓読は主に石川忠久
の訓読を参考にした。














銭鐘書 f談芸録』読本 （上海教育出版社 一九九二年八月）五五三頁）
＊討議要旨
相同満氏は、隔句対は秀句撰という媒体の中で尊重されていた対句表現と考えることは可能か、と
質問し、発表者は、道真の作詩態度を例としながら、本質問について否定的見解を示した。
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